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子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

三豊市立学校の適正規模・
適正配置（答申）1

三豊市立学校適正規模・適正配置検討委
員会で審議され、提出された答申の内容（抜
粋）をお知らせします。

市
内
の
学
校
数
は
、
幼
稚
園

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備

は
三
豊
市
に
と
っ
て
最
優
先
さ
れ
る

課
題
で
す
。

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
三

豊
市
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
数
が
減

少
し
、
学
校
が
小
規
模
化
し
て
い
ま

す
。
学
校
の
小
規
模
化
は
教
育
効
果

や
学
校
の
活
力
を
維
持
す
る
上
で
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

三
豊
市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
豊

市
立
学
校
再
編
整
備
の
基
本
方
針
を

策
定
。
今
月
か
ら
、
市
内
各
地
区
で

説
明
会
を
順
次
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
豊
市
も
、
他
の
自
治
体
と

同
様
に
、
少
子
化
の
進
行
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
50
年
前
の
昭
和
35

年
に
は
、
小
学
校
の
児
童
数

は
1
1,
5
8
5
人
、
中
学
校

の
生
徒
数
は
5,
7
2
7
人

で
し
た
が
、
平
成
22
年
5
月
に

は
、
児
童
数
は
約
3
分
の
1
の

3,
6
6
4
人
、
生
徒
数
は
約

25
年
後
に
は
半
数
に
な
る

三
豊
市
の
児
童
・
生
徒

小
学
校
25
校
の
う
ち

適
正
校
は
わ
ず
か
2
校

4
分
の
1
の
1,
5
5
8
人
に

ま
で
減
少
。【
表
1
参
照
】

さ
ら
に
、将
来
推
計
人
口
（
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
）
に
よ
れ
ば
、
25
年
後
の
平

成
47
年
に
は
児
童
・
生
徒
数
と

も
に
現
在
の
約
2
分
の
1
に
ま

で
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

答
申
1

答
申
2

町
幼稚園 小学校 中学校

園名 園児数 学級数 校名 児童数 学級数 校名 生徒数 学級数

高瀬

上高瀬 78 4 上高瀬 214 7

高瀬 419 12
勝間 58 3 勝間 204 7

比地二 70 4 比地 178 7
二ノ宮 50 3 二ノ宮 109 6

麻 53 3 麻 126 6

山本

辻 43 3 辻 101 6
学校

組合立
三豊
※2

 431 
(195) 12

河内 15 3 河内 50 6
大野 34 3 大野 127 6
神田 18 3 神田 62 6

三野
大見 72 3 大見 186 6

三野津 252 8下高瀬 58 3 下高瀬 209 6
吉津 57 3 吉津 168 6

豊中 豊中 264 11

桑山 138 6

豊中 291 9
比地大 95 6
笠田 143 6

上高野 132 6
本山 146 6

詫間

松崎 41 3 松崎 168 6

詫間 326 10
詫間 95 6 詫間 499 17
大浜 6 1 大浜 34 5
箱浦 3 1 箱浦 20 5
粟島 休園 粟島 休校 粟島 休校

仁尾
平石 111 6 仁尾 320 12

仁尾 168 6
曽保 12 2 曽保 38 6

財田 財田 88 5
財田上 108 6

和光 102 4
財田中 89 6

合計※1 21園 1,226 73 26校 3,664 168 7校 1,558 49
※ 1 合計数には休園・休校も含みます。三豊中学校は含みません
※ 2 三豊中学校の生徒数欄の (　) 内は三豊市在住の生徒数を表しています

※分校数（高松市 2、さぬき市 1）を含みます

【表 2】市立学校の園児・児童・生徒数、普通学級数一覧
（平成 22 年 5 月 1 日現在）

【表 3】県内市別小学校数（平成 22 年 5 月 1 日現在）

【表 1】園児・児童・生徒数推移

※生徒数に、三豊中学校（三豊市・観音寺市学校組合立）、高瀬のぞみが丘中学校（県立）は含
　んでいません
※園児数については、出生数が減少したものの、幼稚園の保育年数が 1 年から 3 年に段階的に延
　びたことや、保育所入所者の増加などの要因により、ほぼ横ばいとなっています

20
園
、
小
学
校
25
校
、
中
学
校

6
校
（
粟
島
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
が
休
園
・
休
校
）。
山
本

町
の
三
豊
中
学
校
は
、
三
豊
市
・

観
音
寺
市
学
校
組
合
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。各
校（
園
）

の
園
児
・
児
童
・
生
徒
数
お
よ

び
普
通
学
級
数
は
【
表
2
・
3
】

の
と
お
り
で
す
。

小
・
中
学
校
の
規
模
は
、
学

校
教
育
法
施
行
規
則
第
41
条
・

第
79
条
で
「
12
学
級
以
上
18
学

級
以
下
を
標
準
と
す
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
豊
市
の
小
・
中
学
校
を
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特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方
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こ
の
基
準
で
分
類
し
て
み
る

と
、
小
学
校
25
校
の
う
ち
、
適

正
規
模
校
は
詫
間
小
学
校
、
仁

尾
小
学
校
の
わ
ず
か
2
校
で
あ

り
、
小
規
模
校
が
19
校
、
過
小

規
模
校
が
4
校
と
な
っ
て
い
ま

す
。【
表
4
参
照
】

現
在
、
過
小
規
模
の
4
校
に

つ
い
て
は
、
市
費
で
講
師
を
配

置
す
る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ

け
複
式
学
級
（
※
）
の
解
消
を

図
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

中
学
校
に
つ
い
て
も
、
6
校

中
、
適
正
規
模
校
は
高
瀬
中
学

校
1
校
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

小
規
模
校
が
4
校
、
過
小
規
模

校
が
1
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
過
小
規
模
校
の
和
光
中

学
校
は
全
校
で
4
学
級
と
な
っ

て
お
り
、
近
い
将
来
1
学
年
1

学
級
、
全
校
で
3
学
級
に
な
る

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

学
校
は
子
ど
も
の
学
習
の
場
で

あ
る
と
い
う
教
育
的
観
点
を
第

一
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
校
は

地
域
の
文
化
の
拠
点
と
な
る
施

設
で
あ
り
、
精
神
的
支
柱
と
い

う
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
地
域

を
無
視
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で

町 小学校 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

高瀬

上高瀬 215 212 208 200 197 201 196
勝間 207 202 183 174 172 161 161
比地 178 188 186 169 179 170 174

二ノ宮 107 112 120 118 117 110 99
麻 125 120 125 123 123 129 128

小計 832 834 822 784 788 771 758

山本

辻 101 102 105 103 112 113 104
河内 46 45 44 50 48 45 42
大野 127 119 106 103 104 99 99
神田 59 54 56 51 45 45 48
小計 333 320 311 307 309 302 293

三野

大見 190 194 195 185 174 173 158
下高瀬 218 200 199 198 195 184 174
吉津 161 153 155 155 144 152 138
小計 569 547 549 538 513 509 470

豊中

桑山 137 141 158 147 141 130 131
比地大 98 101 87 86 80 73 66
笠田 141 136 126 124 118 123 121

上高野 135 123 118 124 115 108 104
本山 146 137 133 126 128 122 117
小計 657 638 622 607 582 556 539

詫間

松崎 162 159 149 154 143 145 142
詫間 504 481 477 456 425 410 384
大浜 36 26 25 25 23 24 22
箱浦 23 22 17 18 16 19 21
小計 725 688 668 653 607 598 569

仁尾
仁尾 322 308 297 280 261 243 222
曽保 41 38 35 32 29 24 20
小計 363 346 332 312 290 267 242

財田
財田上 107 108 109 105 104 107 102
財田中 93 87 94 92 87 86 89
小計 200 195 203 197 191 193 191

合計 3,679 3,568 3,507 3,398 3,280 3,196 3,062

集
団
の
中
で
生
き
る
力
を

培
う
こ
と
が
で
き
る
教
育

環
境
を
作
る
こ
と
が
責
務

地
域
社
会
の
拠
点
と
し
て
の

学
校
も
ふ
ま
え
た
ル
ー
ル

作
り
【
表
7
参
照
】

答
申
3

答
申
4

市
内
の
学
校
の
大
半
を
占
め

る
小
規
模
校
は
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
目
が
届
き
、
教
員

や
保
護
者
も
含
め
て
互
い
の
結

び
つ
き
が
深
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
一
体
感
を
持
っ
た
学
校
運

営
が
で
き
る
な
ど
の
良
い
点
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
多
様

な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
や
学

び
あ
い
の
機
会
、
良
い
意
味
で

の
競
争
す
る
機
会
が
少
な
い
た

め
、
た
く
ま
し
く
育
て
る
こ
と

が
難
し
い
と
も
言
え
ま
す
。

本
来
、
学
校
に
は
知
・
徳
・

体
の
基
礎
・
基
本
の
徹
底
に
よ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
に

よ
り
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

【表 4】平成 22年度の三豊市立小・中学校の規模（学校規模の順に掲載）

【表 5】児童数の将来推計（平成 22 年 5 月 1 日現在の住民基本台帳に基づく）

※ 住民基本台帳に基づいて集計しているため、【表 2】の児童数とは一致しない。

※ 三豊中学校は三豊市・観音寺市学校組合立ですが、基準で分類すると上記の規模になります

【表 6】生徒数の将来推計（平成 22 年 5 月 1 日現在の住民基本台帳に基づく）

【表 7】学校適正規模・適正配置の基本的考え方

※ 1　調整区域  ：通学距離などを考慮し、保護者の申請により指定校の変更ができる区域のこと
※ 2　合併特例債：市町村建設計画に基づく事業の財源として、合併後 10 年間に限り、借り入れることができる財政的に有利な地方債

※ 住民基本台帳に基づいて集計しているため、【表 2】の生徒数とは一致しない。
　 三豊中学校は観音寺市在住の生徒を含んでない。

学校規模（学級数） 小学校 中学校
過小規模（1 ～ 5） 箱浦小・大浜小・曽保小・河内小 和光中

小規模（6 ～ 11）

神田小・財田中小・比地大小・辻小・財田上小・二ノ宮
小・麻小・大野小・上高野小・桑山小・笠田小・本山小・
吉津小・松崎小・大見小・下高瀬小・比地小・勝間小・
上高瀬小

仁尾中・三野津中・豊中中・
詫間中・三豊中

適正規模（12 ～ 18） 仁尾小・詫間小 高瀬中

町 中学校 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34
高瀬 高瀬 436 447 448 442 421 408 390 413 414 394 375 357 364
山本 三豊 196 195 173 182 173 173 151 147 138 156 162 164 137
三野 三野津 263 268 271 270 286 272 299 261 277 239 252 232 231
豊中 豊中 296 309 329 334 337 329 323 301 293 284 281 263 255
詫間 詫間 343 367 373 367 357 364 358 331 304 295 276 294 274
仁尾 仁尾 173 188 189 201 184 175 162 162 157 150 128 110 92
財田 和光 108 115 100 107 95 100 93 100 103 104 91 90 87

合計 1,815 1,889 1,883 1,903 1,853 1,821 1,776 1,715 1,686 1,622 1,565 1,510 1,440

健
や
か
な
体
を
育
む
と
と
も
に
、

集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
方
や

個
性
を
も
つ
児
童
生
徒
が
互
い

に
学
び
あ
い
、
認
め
合
い
、
協

力
し
あ
い
、
時
に
は
競
い
合
い
、

社
会
性
や
協
調
性
を
培
う
こ
と

に
よ
り
、
社
会
の
変
化
に
し
な

や
か
に
対
応
で
き
る
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
の
学
校

は
今
後
も
小
規
模
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
「
将
来
に

わ
た
っ
て
子
ど
も
が
生
き
る
力

を
培
う
こ
と
が
で
き
る
教
育
環

境
を
保
障
す
る
」
こ
と
は
私
た
ち

市
民
の
責
務
で
あ
り
、
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本 三豊市全体に共通する基準を作る

適 

正 

規 

模

三豊市の目指す学校規模（国・県の基準）
・小学校はクラス替えが可能な 1 学年 2 学級以上、6 学年 12 学級以上とする
・中学校はクラス替えが可能な 1 学年 2 学級以上、かつ、主要 5 教科で複数の教員を配置しやすい
　 3 学年 9 学級以上とする
　三豊市の付帯基準
　小学校規模の下限（1 学年単学級、1 学級 20 人、全校 120 人 )
・小学校は、複式学級編制対象校 ( 過小規模校 ) の解消を最優先とする
・幼稚園は就学前教育・保育検討委員会の答申に基づき、望ましい学級数は各年齢 1 〜 2 学級、1 幼    
　稚園の園児数を 80 〜 120 人とする

適 

正 

配 

置

・7 町に最低 1 小学校、1 中学校を基本とする
・通学区域は旧町単位を基本として考える
・地域の実情や通学距離により、調整区域 ( ※ 1) を設けるなど弾力的な運用も検討する
・小学校の通学距離はおおむね 4㎞以内が望ましい。統合により通学距離が 2.5㎞以上になる児童に
　ついては、スクールバス等の通学支援策を講じる
・中学校の通学距離はおおむね 6㎞以内が望ましい。6kmを超える生徒については必要に応じて通学
　支援策を講じる

地 

域 

社 

会

・子どもたちの教育環境整備を最優先に検討するが、学校は地域のよりどころであるので、統合後は
　学校に代わる公民館等のコミュニティ活動の充実を図る
・地域住民の活動の場や地域の活性化・発展のために跡地・施設の有効な活用方法を市全体で総合的        
　に検討する
・学校をむら単位からまち単位へ転換する

財
　
　
政

・効率化より教育環境の整備を優先する
・集約により財政の効率化を図り、浮いた財源を子どもたちの教育に還元する
・既存施設の利用だけでなく、新設校の設置についても検討する
・校舎等建設の場合は、耐用年数、幼稚園等の整備も検討し、財政的、事務的に可能な計画をたてる
・合併特例債 ( ※ 2) の活用も視野に入れ、財政担当と十分に協議する
・経費の公平を図る ( 小規模校、大規模校での児童生徒 1 人当たりの経費の差が大きい )

特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

※
複
式
学
級 

…
2
学
年
の
児
童
数
の
合
計
が
16
人

以
下
の
場
合
は
複
式
学
級
（
例
：
2
年
生
と
3
年
生
の

合
計
が
16
人
以
下
）、
但
し
、
1
年
生
を
含
む
場
合
は

8
人
以
下
（
1
年
生
と
2
年
生
の
合
計
が
8
人
以
下
）。

見
込
み
で
す
。

平
成
22
年
5
月
1
日
現
在
の

児
童
・
生
徒
数
と
0
～
5
歳
児

数
か
ら
推
計
し
た
将
来
の
児
童
・

生
徒
数
を
み
て
も
、
今
後
、
小

規
模
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

【
表
5
・
6
参
照
】
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統
合
に
は
既
存
の
学
校
施
設

を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
場
合

と
増
築
が
必
要
な
場
合
、
新
設

校
を
建
設
す
る
場
合
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
要
す
る

期
間
は
先
進
事
例
等
を
参
考
に

設
定
し
ま
し
た
。

1
2
0
人
を
下
回
る
た
め
新

設
校
を
建
設
し
て
統
合
す
る
。

○
財
田
上
小
学
校
と
財
田
中
小

学
校
の
児
童
数
が
3
年
連
続

で
1
2
0
人
を
下
回
る
た
め

新
設
校
を
建
設
し
て
統
合
す

る
。

【
第
3
期
（
H
34
～
38
年
）】

○
吉
津
小
学
校
と
大
見
小
学

校
の
児
童
数
が
3
年
連
続
で

1
2
0
人
を
下
回
る
と
推
測

さ
れ
る
た
め
下
高
瀬
小
学
校

を
含
め
た
3
校
を
統
合
す
る
。

○
比
地
大
小
学
校
と
上
高
野
小

学
校
が
1
期
に
1
2
0
人
を

下
回
る
。
次
い
で
本
山
小
学

校
、
笠
田
小
学
校
、
桑
山
小

学
校
も
2
期
に
1
2
0
人
を

下
回
る
と
推
測
さ
れ
る
。
基

準
に
沿
っ
て
統
合
す
る
と
3

段
階
の
統
合
が
必
要
に
な
る

た
め
、
新
設
校
を
建
設
し
て

5
校
を
一
度
に
統
合
す
る
。

○
松
崎
小
学
校
の
児
童
数
が
3

年
連
続
で
1
2
0
人
を
下
回

る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
詫
間

小
学
校
と
統
合
す
る
。

【
第
4
期
（
H
39
～
43
年
）】

○
二
ノ
宮
小
学
校
が
1
期
に

1
2
0
人
を
下
回
る
。
麻
小

学
校
も
2
期
、
勝
間
小
学
校

も
3
期
に
1
2
0
人
を
下
回

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
基

準
に
沿
っ
て
統
合
す
る
と
2

段
階
の
統
合
が
必
要
と
な
る

た
め
、
新
設
校
を
建
設
し
て

3
校
を
一
度
に
統
合
す
る
。

【
第
5
期
（
H
44
～
48
年
）】

○
比
地
小
学
校
の
児
童
数
が
3

年
連
続
で
1
2
0
人
を
下
回

る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
新
設

校
を
建
設
し
て
上
高
瀬
小
学

校
と
統
合
す
る
。

・
小
学
校
の
統
廃
合
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
よ
り
遠

距
離
通
学
児
童
に
は
通
学
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
校
区
制

を
廃
止
し
て
、
よ
り
近
く
の
学
校
へ
通
学
と
い
う
こ
と
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。（
高
瀬
町
・
男
性
）

・
小
規
模
校
で
あ
っ
て
も
高
い
教
育
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
学
校
経

営
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。
人
間
関
係
面
・
教
育
指
導
面
・

学
校
運
営
面
・
登
校
負
担
面
で
の
比
較
を
し
た
場
合
、
適
正
規
模

に
お
い
て
も
逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
る
。（
豊
中
町
・
男
性
）

・
児
童
数
の
減
少
傾
向
の
み
で
小
学
校
を
統
廃
合
す
る
こ
と
は
反
対

で
あ
る
。（
豊
中
町
・
男
性
）

・
児
童
数
が
少
な
い
学
校
で
は
、
他
の
学
年
と
の
交
流
で
よ
い
経
験

が
で
き
、
協
力
す
る
こ
と
が
学
べ
る
な
ど
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

良
い
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
。（
仁
尾
町
・
女
性
）

・
教
師
一
人
当
た
り
の
生
徒
数
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
に
目
が
行
き
届
き
、
き
め
細
か
い
教
育
が
で
き
る

は
ず
だ
。
財
政
に
重
点
を
置
け
ば
で
き
る
だ
け
大
規
模
な
学
校
が

い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
財
田
町
・
男
性
）

・
学
校
問
題
の
基
本
方
針
が
決
ま
れ
ば
全
市
民
に
説
明
が
あ
る
だ
ろ

う
が
、
早
期
方
針
決
定
・
早
期
説
明
を
お
願
い
す
る
。（
山
本
町
・

男
性
）

2
月
1
日
～
21
日
、「
三
豊
市
立
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
つ
い
て
」
答
申
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
（
抜
粋
）
を

紹
介
し
ま
す
。

・
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、

少
人
数
ク
ラ
ス
の
方
が
き
め
細
や
か
な
指
導
が
出
来
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。（
三
野
町・

男
性
）

・
児
童
数
お
よ
び
生
徒
数
が
こ
こ
ま
で
急
激
に
減
少
し
て
い
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。
学
校
の
適
正
配
置
等
、
学
校
改
革
を
今
や
ら
ね

ば
･
･
･
と
、
強
く
思
う
。（
詫
間
町
・
男
性
）

・
地
域
に
学
校
が
無
く
な
る
と
次
世
代
の
若
者
た
ち
が
土
地
を
離
れ

て
し
ま
い
、
今
以
上
に
過
疎
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。
ど
こ
の

地
域
も
自
分
達
が
通
っ
た
学
校
が
無
く
な
る
の
は
と
て
も
悲
し
い

と
思
う
。（
詫
間
町
・
男
性
）

・
小
学
校
は
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
が
あ
り
、
ど
の
地
区
で
も
小
規

模
校
ほ
ど
地
域
住
民
の
貢
献
は
大
き
い
し
、
互
い
に
助
け
合
っ
て

い
る
。
も
っ
と
地
域
と
会
話
を
す
べ
き
で
あ
る
。（
仁
尾
町・男
性
）

・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
統
合
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、
本
当
に

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
学
校
を
残
し
て
ほ
し

い
。（
詫
間
町
・
男
性
）

・
今
の
ま
ま
が
一
番
だ
が
、
複
式
学
級
に
な
る
の
な
ら
統
合
し
た
方

が
、子
ど
も
に
と
っ
て
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
。（
仁
尾
町・女
性
）

・
三
豊
市
の
少
子
化
傾
向
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の

小
学
校
を
、
現
在
の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
の
見
解
は
十
分
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。（
仁
尾
町
・
男
性
）

・
ク
ラ
ス
替
え
も
無
く
、
自
分
の
希
望
す
る
部
活
も
で
き
な
い
状
態

は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
均
等
に
教
育

を
受
け
ら
れ
る
機
会
、環
境
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。（
財

田
町
・
男
性
）

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
運
営

経
費
の
多
く
は
公
金
か
ら
賄
わ

れ
て
お
り
、
学
校
運
営
の
効
率

化
や
市
の
財
政
状
況
と
い
う
観

点
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
全
体
に
共
通
し

た
ル
ー
ル
作
り
を
根
底
に
、
適

正
規
模
、
適
正
配
置
、
地
域
社
会
、

財
政
の
4
つ
の
観
点
か
ら
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
平
成
21

年
1
月
に
三
豊
市
就
学
前
教
育
・

保
育
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
が

出
さ
れ
、
適
正
規
模
や
通
園
区

な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
・
中
学

校
に
重
点
を
置
き
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

統
合
に
要
す
る
期
間
は

2
～
7
年

児
童
数
が
半
数
に
な
る
25
年
後
、

小
学
校
は
8
校
に

答
申
5

答
申
6

市
内
小
学
校
の
再
編
整
備
の

具
体
的
方
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
は
、
来
年
度
か
ら
5
年

単
位
で
策
定
。
お
お
む
ね
10
年

ご
と
に
見
直
し
期
間
を
設
け
、

児
童
・
生
徒
数
の
状
況
や
社
会

情
勢
を
考
慮
し
て
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
、
児
童
数
が
現
在

の
約
半
数
に
な
る
25
年
後
に
は
、

小
学
校
の
数
を
25
校
か
ら
8
校

に
統
合
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
各
学
校
の
具
体
的
方
策
は

次
の
通
り
で
す
。

【
第
1
～
2
期
（
H
24
～
33
年
）】

○
箱
浦
小
学
校
と
大
浜
小
学
校

の
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た

め
詫
間
小
学
校
と
統
合
。

○
曽
保
小
学
校
の
複
式
学
級
を

解
消
す
る
た
め
仁
尾
小
学
校

と
統
合
。

○
河
内
小
学
校
と
神
田
小
学

校
が
複
式
学
級
編
制
校
と
な

り
、
辻
小
学
校
と
大
野
小
学

校
の
児
童
数
が
3
年
連
続
で

①
既
存
施
設
利
用
統
合

　
　
　
　
　
‥
‥
2
年

②
増
築
統
合
‥
‥
4
年

③
新
設
統
合
‥
‥
7
年

答
申
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
に
問
う

　
～
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
～

2

特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

統合に要する
期間の目安



82011年8月広報2011年8月 広報9

5 月 18 日、市教育委員会は『三豊市立学校の適正規模・
適正配置について（答申）』の趣旨を尊重し適正規模、適正
配置を考えるうえで教育的観点を第一に、地域社会、財政等
も考慮し、基本方針を策定しました。

学
校
再
編
整
備
に
つ
い
て
は
、

答
申
で
示
さ
れ
た
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
基
本
的
考
え
方
に

基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
小
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可

能
な
1
学
年
2
学
級
以
上
、

6
学
年
12
学
級
以
上

・
中
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可

能
な
1
学
年
2
学
級
以
上
、

か
つ
、
主
要
5
教
科
で
複
数

の
教
員
を
配
置
し
や
す
い
3

学
年
9
学
級
以
上

・
幼
稚
園
の
学
級
数
は
1
学
年

1
～
2
学
級
で
、
1
幼
稚
園

の
園
児
数
は
80
～
1
2
0
人

が
望
ま
し
い

三
豊
市
の
付
帯
基
準

※
小
学
校
規
模
の
下
限
は
、
1

学
年
単
学
級
、
1
学
級
20
人
、

全
校
1
2
0
人
と
す
る
。

※
7
町
に
最
低
1
小
学
校
、
1

中
学
校
を
基
本
と
す
る
。

①詫間小学校、箱浦小学校、大浜小学校 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに詫間小学校への統合を目指す。

②詫間幼稚園、箱浦幼稚園、大浜幼稚園 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに詫間幼稚園への統合を目指す。

③仁尾小学校、曽保小学校 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに仁尾小学校への統合を目指す。

④平石幼稚園、曽保幼稚園 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに平石幼稚園への統合を目指す。

⑤辻小学校、河内小学校、大野小学校、神田小学校 
平成 23 年度より協議を始め、新設小学校として早期開校を目指す。

⑥辻幼稚園、河内幼稚園、大野幼稚園、神田幼稚園 
平成 23 年度より協議を始め、新設幼稚園として早期開園を目指す。

⑦財田上小学校、財田中小学校 
平成 23 年度より協議を始め、新設小学校として早期開校を目指す。

その他の幼稚園、小学校および中学校については、原則として答申を基本とする。

学校再編整備計画
（1）初期10年間の学校再編整備計画

（2）その他の学校再編整備計画

現
在
、
市
内
に
は
多
く
の
小

規
模
校
が
あ
り
ま
す
が
、
各
校

の
努
力
や
創
意
工
夫
に
よ
り
、

高
い
教
育
水
準
を
維
持
し
な
が

ら
学
校
経
営
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
未
来
推
進
室

　
☎
62
・
1
1
3
5

三豊市立学校再編整備の基本方針3

望
ま
し
い
学
校
規
模
は

1
学
年
2
学
級
以
上

①
複
式
学
級
編
制
対
象
と
な
る

小
学
校
の
解
消
を
最
優
先
と

す
る
。　

 　
　
　
　
　
　
　

複
式
編
制
対
象
学
級
が
あ
り
、

今
後
児
童
数
の
増
加
が
見
込

め
な
い
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

同
じ
町
内
の
近
隣
の
小
学
校

と
統
合
す
る
。

②
全
校
1
2
0
人
未
満
の
小
学

校
を
統
合
し
、
望
ま
し
い
規

模
に
近
づ
け
る
。　
　
　
　

原
則
と
し
て
3
年
間
、
児
童

数
1
2
0
人
を
下
回
る
状
態

が
続
き
、
今
後
、
増
加
が
見

込
め
な
い
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
同
じ
町
内
の
近
隣
の
小

学
校
と
統
合
す
る
。

③
校
舎
の
規
模
や
耐
用
年
数
も

考
慮
し
、
今
後
の
計
画
も
見

越
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

新
校
舎
の
建
設
を
検
討
す
る
。

④
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
1
町

に
1
中
学
校
を
基
本
と
し
て

い
る
の
で
、
当
面
の
間
、
統

合
は
行
わ
な
い
。

⑤
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
の
再
編
整
備
に
あ
わ
せ
て

協
議
を
行
う
。

統
合
が
実
施
さ
れ
る
地
域
に

お
い
て
は
、
地
域
住
民
が
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が
で
き

る
よ
う
、
市
全
体
で
総
合
的
に

検
討
す
る
。

財
政
に
つ
い
て
は
、
合
併
特

例
債
等
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

財
政
的
に
可
能
な
計
画
を
た
て

る
。 望

ま
し
い
学
校
規
模

見
直
し
期
間

地
域
社
会
と
財
政

再
編
の
進
め
方
と
手
順

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

第
一
に
考
え
て

特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

し
か
し
、
近
年
の
児
童
、
生

徒
数
の
急
激
な
減
少
は
市
内
の

学
校
の
小
規
模
化
を
ま
す
ま
す

加
速
さ
せ
、
指
導
面
や
運
営
面

の
工
夫
等
、
努
力
だ
け
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
同
世
代
の
多

様
な
考
え
に
触
れ
、
互
い
に
学

び
あ
う
機
会
を
作
り
、
た
く
ま

し
く
育
つ
教
育
環
境
の
整
備
は

最
優
先
さ
れ
る
課
題
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
検
討

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
と
、

教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
基
本

方
針
の
内
容
お
よ
び
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
日
程
調
整
の
う
え
、
8

月
か
ら
初
期
10
年
間
の
計
画
に

該
当
す
る
校
区
よ
り
順
次
開
催

す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

お
お
む
ね
10
年
ご
と
に
見
直

し
期
間
を
設
け
、
児
童
、
生
徒

数
の
状
況
や
社
会
情
勢
を
考
慮

し
て
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

　
児
童
、
生
徒
数
の
激
変
、
個
々

の
計
画
の
大
幅
な
変
更
、
法
改

正
等
の
特
別
な
事
情
が
起
き
た

場
合
に
は
、随
時
見
直
し
を
図
る
。


